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                     全園児数   １０名 

 

１．研究主題 

  「心身ともに健やかで、たくましく生きる幼児の育成」 

 

２．研究年度       初年度 

 

３．研究主題設定理由 

  コロナ禍の中、また少人数により、人との関わりがどうしても希薄化してしまう中で、

子どもたちが一人一人個性を発揮しながら、思う存分にしたいことを見つけ、周りの環境

（ひと・もの・こと）に主体的に、意欲的に関わろうとする子どもの育成を目指して本主

題を設定した。 

 

４．具体的な研究内容 

 ①研究のねらい 

  なかまと共に、様々なひと・もの・こととの関わりや触れ合いを通して、体験や経験を

積み重ね、豊かな心を育み、集団の中で自己発揮したり、子ども自らが主体的、意欲的に

活動しようとしたりする力を育てる。 

  

 ②研究の重点 

・研究主題について共通経験を図り、具体的な取り組みの方法や保育内容を検討する。 

・生活や遊びの中で、直接的・具体的な体験や経験を通して、人とかかわる力や思考力、

感性や表現する力を育み、生きぬく力の基礎を培う。 

・遊びの中で十分に体を動かし、たくましい心と体をはぐくみ、自ら「やりたい」と取り

組めるような保育と環境の工夫をする。 

・異年齢で交流できる機会を増やしたり、家庭・地域・小学校・保育園との連携を深めた

りして、さまざまな環境や人とのかかわりを通して、多様な経験ができるように計画し、

保育の充実を図る。 

 

 ③活動の方法 

＜事例１＞『竹太鼓したい』４歳児 １０月 

 A児は入園当初、壁にぶつかると切り替えに時間がかかり、苦

手と感じるものや初めてのことには参加しようとしない姿があっ

た。繰り返しの園生活の中で５歳児の優しさに触れたり、友達と

関わる事の楽しさを知り、友達と一緒にすることを喜んだり、刺激

を受けて挑戦したりする姿が増えていった。そんな中、運動遊び

参観に向けての活動の中で、５歳児のしている竹太鼓に対して

憧れの気持ちをもち、「A もしたい」と伝えに来る。保育室で保育

（様式）提出用   



者や友達と一緒に段ボールや巻き芯を使って太鼓を作り５歳児の音楽に合わせてたたいて遊ぶ

姿があった。次の日も合同での練習の際に５歳児の竹太鼓の姿を一生懸命見つめ、「A も竹太鼓

したい」と伝えに来た。本番前であったが、A 児の『やってみたい』という思いを実現できるよう職員

間で相談し、5歳児の担任と子ども達が話し合い「Kくんの竹太鼓も出そうよ」と、A児の太鼓を準備

し「一緒にしよう」と声をかけてくれた。A 児は満面の笑みで参加し、他の４歳児の子ども達も刺激を

受けて「一緒にしたい」と参加することができた。終わった後も「楽しかった。もう一回したい」と伝え

に来て、出してもらった竹太鼓を保育室に持って帰り、友達と一緒に引き続き楽しむ姿が続いてい

た。 

【反省・評価】 

 １学期は苦手なことや初めての事には消極的で参加しようとしない姿があった A 児だが、５歳児

の優しさに触れる中で親しみを感じ、安心して関わり自分を出していく中で、憧れの気持ちも大きく

なってきていた。そんな中、５歳児の竹太鼓でのリズム表現に強い憧れの気持ちを持つことができ、

積極的に訴え、「やってみたい」と思うことを実現することができた。実現する中で保育者や友達か

ら「A くん、すごい！うまいね。」とたくさん認めてもらい、今回の経験がＡ児にとって大きな自信につ

ながった。自信がついたことで、普段の姿勢や挨拶にも変化が出てきた。自分の思いが実現したり

達成したりすることや、認めてもらうことが自信につながることで、こんなにも心情や態度に成長が

見られることを改めて実感した。 

 

＜事例２＞『アイスクリームみたいになってきたね』５歳児 ６月 

   園庭の花を使って色水遊びを楽しんいると、R児が「先生、

石鹸で泡遊びしたことあったね」と昨年を思い出した。次の

日固形石鹸やおろし器を準備しておくと、まず R児が見つけ

て石鹸を細かく削り始めた。それに気づいた周りの幼児も

「一緒にする」とみんなでブルーシートに座って削ることを

楽しんだ。思いの他、たくさん石鹸の粉が出来上がり「明日

はねりねりして、アイス作って遊ぼう」と張り切っていた。

翌日ボウルや泡だて器、カップなどを石鹸と一緒に置いてお

いた。R児は早速水と石鹼粉をボウルに入れて混ぜてみるが、柔らかい生クリームのような

仕上がりになった。「水が多かったのかな」と石鹸粉を少しずつ足しながら、スプーンや泡

だて器で根気よく混ぜていた。「先生見て。やっとアイスらしくなった」と得意げに見せて

くれた。一緒に楽しんでいた幼児ものぞきに来て「本当のアイスみたいや」と、指で触れて

みる。R児は「水はちょっとでいいからな」とうれしそうにみんなに知らせていた。 

  みんなアイス作りが上手になってくると「味の違うアイス作りたい」「色ついたらいいね」

と意見が出たので、何を使って色を変えるか問いかけた。絵画で使っていた絵の具に気づい

た H児が「お部屋にあった絵の具はどう？」と提案したので数色の絵の具を出した。単色で

使ったり色混ぜを楽しんだりして、いろいろな味のアイスが出来上がり、透明の容器に入れ

て友達に見せるなど大切に保存していた。 

【反省・評価】 

やってみたい気持ちをすぐに受け止め準備したことと石鹸削りを楽しんだ結果石鹸粉が

十分にあり、思う存分使えたことで何度も繰り返し試すことができた。繰り返す中で水と石

鹸粉の量を加減し、固さが変化していくことに気づいた。色を付けたいという思いに幼児の

意見を聞いて用具を出したこともみんなで楽しむ要因になったと考える。自由に使えるこ

とで混色の不思議も楽しみ「～味になったよ」とイメージも広げながら楽しむことができた。



自分の気づきを周りに知らせながら、みんなで楽しめたことは意欲や自信にもつながった。 

 

＜事例３＞『みんなで成功させようね』４・５歳児 １～２月 

 少人数のため運動会同様、今年度は生活発表会も２学 

年合同で行うことにした。お話は５歳児で話し合いストー 

リーの中の場面の面白さから「ピーターパンがいいと思う」 

という意見が出て、ピーターパンに決まった。4歳児も 

お話を聞いて「楽しそう」と賛成した。「人魚のシーンがし 

たい」「海賊との戦いは入れよう」「ワニは作ったら面白い」 

など、５歳児が中心になって進める中で、担任同士何度も 

話し合い、各学年の挑戦している表現や動きを取り入れた 

り、一緒に楽しめる場面を考えたりしながら取り組んだ。必要な大道具や小道具は５歳児が 

考え、製作するときには「はな組さん○○作ろう」と誘いにいき、一緒に貼ったり塗ったり 

してアイデアを出し合いながら賑やかに活動していた。発表会でのリズム、歌、楽器、セリ 

フなどに、異年齢で一緒に取り組むうちにお互いの成長が見えてきた。当日はみんなが笑顔 

で取り組み、いっぱいの拍手をもらって満足感を味わった。 

【反省・評価】 

 異年齢で進めていくには、発達段階を踏まえたうえで、各学年どちらも自己発揮できる 

場面を考える必要があり、職員間で思いを出し合いながら考え、工夫する大切さや面白さを 

学ぶことができた。5歳児は年長児であることを自覚し、４歳児を優しく気遣ったり、様々 

な場面で自分の役割を果たし、活動を進めていこうとする自主性を、また 4歳児は５歳児の 

姿に大きな刺激を受け、自己表現する力や、意欲的に参加する楽しさ、思いを出し合って活 

動を進めていく心地よさを感じ、身につけることができた。発表会以降、互いに今まで以上 

の信頼感が育ったと思われる。少人数だからこその活動をこれからも大切に模索していき 

たい。 

 

５．研究の成果 

 今年度は異年齢での交流を意識して多く設けるよう、職員や保護者地域と連携を取り行

ってきた。保育者や友達と一緒に様々な環境に触れ、たくさんの経験を積み重ねる中で、優

しさや憧れの気持ちをもち、安心して感じたことを言葉や体で表現したり、自主的、意欲的

に物事に参加したりする姿がみられた。また遊びを進めていく中で「もっとこうしてみたい」

という思いが芽生え、友達や保育者と工夫し、子ども自らが積極的に遊びに取り組む姿につ

ながった。 

 

６．今後の課題 

 今後も感染対策には配慮しながらも、遊びや活動の充実を図り、少人数だからこそ異年齢、

家庭や地域、保幼小中等とのつながりを大切に考え、多くの環境と触れ合い、子どもの心に

残る体験を積み重ね、心身ともに健やかでたくましい子どもの育成を目指し、保育内容の創

意工夫に努めいていきたい。 

 

 


